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目的 働く世代の健康保持増進・生活習慣病予防

背景

（企業側）

 企業によって、安全衛生対策の内容に違いがある

 従業員の一人ひとりが健康でいられると、企業としても活
力・生産力が向上し、業績アップにつながる

 近年、各社のESG評価※や株価にもよい影響がある

（行政側）

 20～60歳代男性には肥満等の健康課題が多く見られる
が、働きかける場が少ない

 従業員の嗜好等の理由から、メニューや栄養量を改善しな
い食堂もあるため、支援が難しい

※ESG評価：Environment（環境）、Social（社会）、Governance（ガバナンス（企業統治））
に関する評価のこと。

働く世代の生 はじめに第１章
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働く世代の生活習慣病対策～産学官で連携した食環境整備～

 本取組では、働く世代１人ひとりが健康的な食生活を送ることができる環境を
つくる、充実させることを目指しています。

 そのための食環境とは、「健康につながる食事を食べられる環境」と「適切な
栄養・健康情報を取得できる環境」の両者がそろっていることとして、産学官
のメンバーで協議し、モデル事業を進めました。

理念



本取組に賛同して
くださった２社

産学官、それぞれの役割を果たしなが
ら、
同じ目的に向かって取り組む

住民への健康増進
の取組が充実

実践活動や
人材育成が充実

各企業の安全衛生対策が充実

学(学術等)

 秦野伊勢原医師会

 神奈川県立保健福祉
大学栄養学科

官（行政）

 秦野市健康づくり課

 伊勢原市健康づくり課

 神奈川県平塚保健福祉
事務所秦野センター

産（企業）

 株式会社NITTAN

 冨士電線株式会社

 神奈川労働安全衛生
協会平塚支部

働く世代の
健康保持増進・
生活習慣病予防
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実施体制 モデル事業へ



R5.12
食環境見える化
ツール2023の
送付・活用周知

R6.4
食環境見える化
ツール2023
活用状況の送付

働く世代の生活習慣病対策～産学官で連携した食環境整備～ ３年間の経過

R4年度 R5年度 R6年度

会議体

事業

関連事業

R5.3
・今後の方向性
・部会報告
・モデル事業の協議

R4.12
・地域実態、各機関
の取組共有

→対策検討

R5.10
・各モデル企業に合わ
せた取組の進捗共有

・食環境見える化ツール
（仮）の検討

R6.3
・食環境見える化
ツールの検討

・モデル事業の
進捗報告

R6.11
・モデル事業の
評価・まとめ

・横展開・定着に
向けた検討

協議会

部会

管内企業との関わり
R4.7
労安協地区会での
講演・アンケート

モデル企業
の調整

R5.４～
食環境整備モデル事業

R4.8～10
栄養改善普及運動

R5.8～10
栄養改善普及運動

R6.5～12
栄養改善普及運動

給食施設指導（健康増進法第18条第１項第２号によるもの）

R7.3
モデル事業の
成果まとめ

栄養業務連絡会
年度に２～３回程度開催

R5.３
管内企業に
本取組の周知

（出席者：両市・当センターの栄養士）

（スマイルスリー）

R7.３
・モデル事業の報告
・今後の計画に
ついて

取組テーマや
内容の検討

まとめ・評価食環境整備の実施

R7.3.3
講習会の開催
Ｒ7実施企業の
募集開始

中間評価

食環境整備の実施

支援ツールの作成 要望を伺い
検討開始

R４栄養管理
報告書の集計

食環境スコア
項目の検討

R7.3
食環境見える化
ツール2025の
作成・web掲載
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（スマイルスリー） （スマイルスリー）
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各企業との調整
対面での打合せ 12回
（企業・給食会社・大学・市・当センター）

各企業に合わせた
テーマによる取組

多方面からの評価
企業（総務） ：健康診断結果
給食会社 ：食堂調査（食数等）
大学 ：意識調査
当センター ：食環境スコア

約１年６か月間の
食環境整備

各種支援ツールの
作成・活用

食環境見える化ツール
①食環境スコア
②給食施設栄養管理報告書のまとめ

各種栄養教育媒体
動画・講演スライド
卓上メモ
ポスター

働く世代の生 モデル事業の概要第２章



 対象 従業員 約600名

 テーマ

 目標 （長期）高血圧になる人が減る／循環器疾患の発症・重症化を予防する
（モデル事業後）減塩をしている人が増える、健康的な定食を食べる人が増える
（各取組後）Ｒ５：減塩の意識が上がる Ｒ６追加：脂質対策の意識が上がる

 取組内容

減塩に挑戦

 評価指標 （長期）健康診断での有所見率
（短期）意識調査、食環境スコア、食堂調査

 体制 株式会社NITTAN、ニッコクトラスト株式会社（給食担当）
神奈川県立保健福祉大学
秦野市、当センター
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CHALLENGE× CUT DOWN× SALT

(野菜料理増加)

（Ｒ５年度）
・雑穀米の提供
・Ｂ級野菜を活用した小鉢の提供
・イベント実施（ゆるしお給食の提供、
適塩みそ汁の試飲等）
・動画上映
・卓上メモの設置
・社内報への記事掲載

（Ｒ６年度）
・スマートミール認証基準に合わせた
健康的な定食の試行・提供
・イベント実施（試食オフ食品の試食）
・動画上映
・卓上メモの設置
・社内報への記事掲載

株式会社NITTAN での取組概要



野菜料理の
回数増加

取組後取組前

雑穀米の提供

動画上映・卓上メモ
社内報でのコラム
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栄養・食生活に関する情報提供

評価

食環境支援に関わる推進体制

環境衛生

日頃、提供している給食内容

利便性

健康的な食生活に向けた支援

10

12

12

12 12

24

38

9

24  

10

10

21 

9

9

9

株式会社NITTAN 食環境の変化

8

20 

5

9

11

7

7

● 0

 雑穀米の提供開始
 健康に配慮した給食の提供

 社員の好み・嗜好の活用

 採光・換気へ
の取組充実

食環境スコア2023
・雑穀米や健康に配慮した給食の提供により、
従業員の健康的な食生活に向けた支援が充実 令和５年12月

令和５年７月

 スコアの変化につながった
主な取組内容

令和６年10月

 小鉢へのポップ表示

 動画やポスター
により従業員に
調査結果を報告
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株式会社NITTAN 従業員への調査結果

・メニューの満足度も、野菜料理を選択する意識もアップ

16％

21％

31％

36％

36％

32％

13％

9％

4％

2％

よく選ぶメニューの満足度

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

(株式会社NITTAN 食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査結果より）

33％

34％

12％

21％

11％

12％

10％

11％

13％

7％

6％

3％

15％

12％

よく選ぶ小鉢
サラダ類 野菜の和え物 野菜の煮物
豆腐類 揚げ物類 その他
選んでいない

Ｒ５
（n=304）

Ｒ６
（n=192）

取組前

５７％

取組後

４７％ 野菜料理５６％

野菜料理６７％

＋10％ ＋11％

※食堂を利用しない
と回答した74人を
除いた

※食堂を利用しない
と回答した114人
を除いた
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・揚げ物中心のＡランチ ４％減少
・魚や豆腐等健康志向のＢランチ ３％増加

株式会社NITTAN メニュー選びの変化

27%

23%

11%

14%

13%

13%

15%

17%

7%

6%

11%

11%

17%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4.9-11平均

R6.8-10平均

Ａランチ Ｂランチ スペシャル バラエティー カレー 和麺 中華麺

（4453食）

（4951食）

（定食） （丼・小鉢付）（定食）（定食） （小鉢付）

取組後

取組前

＋３％-４％



株式会社NITTAN 体格（BMI）の変化

12

・肥満者の割合が５％減少、 やせの者の割合が９％減少
・標準の人の割合が1４％増加

200

173

195

253

57
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5

R6

体格の変化 健康診断結果BMIより区分

肥満 標準 やせ

（男性442人）

(44%)

(39%) (57%)

(43%)
（男性452人）

取組前

取組後

（参考）

(13%)

(4%)

-５％ -９％



 対象 従業員 約180名

 テーマ ごはんでつなぐ 仕事と健康

 目標 （長期）健康診断結果の改善
（モデル事業後）従業員のヘルスリテラシー向上
（取組後）自分に合ったご飯量を意識して食べる人を増やす

 取組内容

 評価指標 （長期）健康診断での有所見率
（短期）従業員への意識調査、食環境スコア、食堂調査

 体制 冨士電線株式会社、株式会社ケイエフケイ（給食担当）
神奈川県立保健福祉大学
伊勢原市、当センター
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（Ｒ５年度）
・適量ご飯の案内・ご飯計量用秤の設置
・みそ汁の適塩化
・栄養士・調理師からのおすすめコメント設置
・卓上メモの設置
・販売する飲料の砂糖量表示
・講話・イベント実施
・習慣化アプリの紹介

（Ｒ６年度）
・週間献立表へのマーク表示
・卓上メモの設置
・食堂アンケート実施
・昼めしを考える会（トーク会） の開催
・昼めしを考える会考案メニュー食堂での提供

冨士電線株式会社での取組概要



取組後取組前

見える化
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を考える会

食べたい
うまい

冨士電線株式会社

健康 自分たちが
食べたいメニューを
身体がよろこぶ１食に

Ｒ6（２０２4）Ｒ5（２０23）

10月11日（金）
ガパオライス
カレー屋さんのサラダ
スープ

10月25日（金）
ヤンニョムチキン
チャプチェ
わかめスープ

野菜175ｇ以上使った

定食を

８６人（９２％）が利用

社員が
仲間と一緒に
食べたい昼めし
を考えて
食堂で提供

講話・イベントの実施
講話で自分に合ったごはん量
をお伝えし、計量してみる

卓上メモの設置
健康診断８週間前など
毎週情報更新
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評価

食環境支援に関わる推進体制

環境衛生

日頃、提供している給食内容

栄養・食生活に関する情報提供利便性

健康的な食生活に向けた支援

10

12

12

12 12

24

38

9

35 

9

10

14 

10

12

16

冨士電線株式会社 食環境の変化

6
29 

7

7

10

6

11

● 0

 定期的な
会議開催へ

 社員の好み・身体状況等
を把握・活用

 健康を意識した取組
３つ以上の実施

 摂取量の把握
・結果の活用

16

 主食の目安量表示、お勧め
コメント、卓上メモ設置

11

食環境スコア2023

令和５年12月
令和５年７月

 スコアの変化につながった
主な取組内容

令和６年10月

・定期的な会議開催により、推進体制が充実
・摂取量や調査結果を活用して従業員に発信



(冨士電線株式会社 食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査結果より） 17

冨士電線株式会社 従業員への調査

6％

1％

19％

10％

71％

56％ 19％ 12％

4％

2％

みそ汁の味付け

濃い 少し濃い
ちょうどよい 少し薄い
薄い 分からない

19％

17％

44％

45％

30％

27％

7％

10％

自分に合ったご飯量

とても意識している 意識している

あまり意識していない 意識していない

わからない

Ｒ５
（n=108）

Ｒ６
（n=121）

取組前

濃い11％

取組後

濃い25％ 意識あり ６３％

意識あり ６２％

・食堂のみそ汁を濃いと感じている人の割合が14％減少
※R5年12月から、食堂ではこっそりと適塩（塩分濃度1.0→0.7％）のみそ汁を提供

・自分に合ったご飯量を意識する人の割合は変化なし
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冨士電線株式会社 メニュー選びの変化

72％

52％

83％

52％

93％

70％

0%

20%

40%

60%

80%

100%

青
椒
肉
絲

鯖
み
そ
煮
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ン
バ
ー
グ

焼
魚

か
ら
あ
げ

平
均

R6年９月 定食 麺定食 カレー

17%

12%

68％

46％
32％ 29％

74％

50％

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ハ
ン
バ
ー
グ

魚
チ
ー
ズ

豆
腐
南
蛮

魚
煮
つ
け

フ
ラ
イ

平
均

R5年７月 定食 麺定食 カレー

40% 

10%

・定食は20％増加 ・麺定食は23％低下

提供食数の割合取組前 取組後

平
均

平
均



・令和６年の割合は全て前年分より低下
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冨士電線株式会社 有所見率の推移

29

35
33.6

31.6

33.5
31.8

36

31.9
30.3

34.2

31.1

29.9

10

13.8 13.8

17.8

22.4
20.1

10

13.1 12.5
11.2

19.9
18.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

肥満

脂質異常症

高血圧

高血糖

（％）

図 有所見率 ６年間の推移

(1kg以内
の増減)

（参考）



健康につながる食事を食べられる環境
働く人が食品にアクセスする機会

適切な栄養・健康情報を取得できる環境
働く人が情報にアクセスする機会

産学官連携による
働く世代の食環境の整備・充実

（取り組めたこと）
 社員食堂
・提供する定食の健康化
・雑穀米の提供
・小鉢への野菜料理 回数増加
・減塩食品の提供
・こっそり適塩みそ汁の提供
・従業員が考えた献立の提供

（取り組めたこと）
 動画上映
 講話の実施
 昼めしを考える会の開催
 体験・試食・測定イベントの実施
 卓上メモの設置
 献立へのマーク・ポップ表示
 ポスター掲示
 自動販売機近くに砂糖量の表示
 習慣化アプリの紹介

働く世代の健康保持増進・生活習慣病予防

各企業の活力・生産力・業績向上 株価・ESG評価上昇

（働く世代１人ひとりが 健康的な食生活を送ることができる環境）
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働く世代の生 モデル事業の概要

２． 本取組の整理

第２章



働く人が

情報にアクセスする機会

食事にアクセスする機会

を 同時によくする

健康意識の変化

食事選択の変化

21

産学官で連携した食環境整備モデル事業
取組結果ポイント

 「栄養情報の提供・教育」と「食事内容の改善・充実」を同時に行うことで、健康意識や食事選択
に変化が見られた。
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株式会社
NITTAN 

冨士電線
株式会社

各担当の振り返り①

 今回取り組んでよかったこと、自社へのメリット
①経営層の意識が変わって経営方針に健康が明確に入ってきたことです。
②主に社員食堂の改善を集中して行いました。従業員が食堂を利用していて
「美味しくなったね」とか「健康的な食事になったね」という実際の生の声が聞
けるようになったことが一番よかったかなと思います。

 今後の課題について
今ホームページを整備して、健康経営方針や健康宣言をしようとしています。実
際に、健康経営優良法人を認定、取得できるように取り組むべく、社長から直々に
御下命がございました。今後も取り組みたいことがたくさんあるという状況です。

 今回取り組んでよかったこと、自社へのメリット
①食堂との関わり方、食堂会社さんとの関わり方が充実しました。例えば、食堂で

提供するメニューや内容に関して、いろいろなものを可視化（ご飯の秤や、献
立表へのマーク、その日のＰＲポイント）ができました。

②これまで情報が無かった従業員の食に関する意識・行動（食事の量やし好、塩
分や糖分摂取など）を、皆様のご協力を得て調査し数値化でき、食習慣から
健康への影響可能性を把握することができました。

 今後の課題について
イベント等を開催しても、集客が難しく、従業員の自主的な参加が課題です。業
務都合もあり、就業時間帯のイベントは集客しにくい。改善意識を維持するには、
また興味がない方にはどう意識させるかは課題と思います。
健康診断の結果などの数値として表れるところの明確化が、今後継続して取り
組むにあたっての課題点と考えています。
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神奈川県立
保健福祉大学

秦野伊勢原
医師会

 20歳から60歳代の勤労者の健康課題としては肥満が代表的なものと考えられ、
メタボリック症候群として高血圧や脂質異常症、糖尿病などとも結びつけて問題と
されています。

今回のモデル事業においてもターゲットとされた。今回のモデル事業では肥満に
ついても改善は見られていますが、それ以上に痩せていた人が標準体重になって
いる比率が高く、驚かされました。今回の試みはメタボリック症候群の予防、改善
のみならず、痩せの改善から将来のフレイルの予防にも繋がる可能性が示唆され
ました。食生活などの生活習慣の改善に繋がる働きかけが全ての勤労者の健康
に有益であると考えられます。

今回の結果を解析し、応用できる部分があれば今後の生活習慣指導に有効とな
るでしょう。

 今回のモデル事業は、産官学が一体となり、開始時から各企業の現状を共有し、
目標を設定し、反応を把握して軌道修正を行いながら、2年間にわたって継続的
かつ丁寧な取り組みができたと感じています。 1日のうちの1食ではありますが、
食・健康に関する情報を各企業の職員に対し、それぞれの食堂の状況に応じて提
供すること、また実際に食堂で提供する食事内容を改善することは、参加者一人
ひとりに響き、健康意識の改善につながる結果となりました。

また、食環境スコアの作成により、各企業が自身の強みと弱みを把握し、健康経
営に向けて今後取り組むべき方向性を検討するための有効なツールとして、大い
に期待できる成果が得られたと感じています。 大学としては、学生もプロジェクト
に参加することで、実社会との関わり方を学び、貴重な経験を得ることができまし
た。今後も引き続き大学として協力を行い、地域の働く世代に対する健康アプロー
チを進めていきたいと考えています。

各担当の振り返り②
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神奈川県平塚
保健福祉事務所

秦野センター

秦野市
健康づくり課

伊勢原市
健康づくり課

 産学官からなる関係機関とともに、対象者の栄養・食生活に関する課題を検討し、
その課題解決につながる食環境整備を検討・実施しました。本取組では、健康意
識だけでなく、食事選択の変化が見られる等、情報へのアクセスと食事へのアク
セスを同時に改善・充実することで対象者の行動変容を確認することができまし
た。また、定期的に関係者と打合せを行い、事前に検討したことで、各社が継続で
きる取組を見つけることができました。

今後は、各社で始まった食環境整備を通常業務にてサポートさせていただきつつ、
従業員さんの健康増進が進むことを期待しています。

 会議に参加するだけではなく、市の生活習慣病予防事業の一環である健康アプ
リ事業や健康測定会等もコラボレーションし実施させていただくことができました。
産官が情報交換や課題共有を、大学のアドバイスや協力の基で実施することで、
効果的な取り組みにつなげることができたのではと思います。

 食堂を中心とした食環境整備により、自然と多くの従業員を巻き込んだ取組に
なったと実感しています。働き世代の健康課題に対するアプローチ方法は、各社
の特色によっても異なりますが、その捉え方について本取組を参考にし、地域に広
めていけるよう、本市の職域連携の取組の中でぜひ活用させていただきます。

神奈川労務安全衛

生協会 平塚支部

 2事業場の食環境整備に対する取組みは、今後の継続が大切かと思います。成
果が健康診断結果等へ具体的数値としての現れることを楽しみにしています。

課題としては、２事業場の取組みの水平展開だと思います。各事業場において実
施可能な範囲で良いとこ取りの活動が出来れば、本会の目的に繋げることが出
来ると考えます。

各担当の振り返り③



健康になれる食物を手に入れられる環境
働く人が食品にアクセスする機会

適切な栄養・健康情報を取得できる環境
働く人が情報にアクセスする機会

働く世代の食環境の整備・充実

（企業）

 従業員用食堂 ＊R4～６取組

 売店・コンビニエンスストア
 仕出し弁当
 自動販売機

（その他）

 家庭
 スーパー・コンビニエンスストア
 飲食店・レストラン

（企業・保険者）

 特定健診・特定保健指導
 体験・測定イベント
 講話、動画上映
 卓上メモ、ポスター掲示等

（行政・地域）

 特定健診・特定保健指導
 各種健康づくり事業
 広報

働く世代の健康保持増進・生活習慣病予防

各企業の活力・生産力・業績向上 株価・ESG評価上昇

（働く世代１人ひとりが 健康的な食生活を送ることができる環境）

例 例

 本取組では、健康増進法上届出がある企業については当センターが食環境の状況を把握しやすいことから、支援対象
を食堂がある企業としていたが、地域全体でみると、食堂がない企業も多く、働く世代の食環境は他にもある。今後も、
働く世代への食環境整備を拡げていく必要性は高いと考える。

働く世代の生 モデル事業の概要

３． 今後に向けて

第２章

25



 対象 従業員 約600名（本社工場と堀山下工場）

 テーマ

 目標 （長期）高血圧になる人が減る／循環器疾患の発症・重症化を予防する
（モデル事業後）減塩をしている人が増える、健康的な定食を食べる人が増える
（各取組後）Ｒ５：減塩の意識が上がる Ｒ６追加：脂質対策の意識が上がる

 取組内容 ※詳細はスケジュール・実施内容を参照

減塩に挑戦

 評価指標 （長期）健康診断での有所見率
（短期）従業員への意識調査、食環境スコア、食堂調査

 体制 株式会社NITTAN、ニッコクトラスト株式会社（給食担当）
神奈川県立保健福祉大学
秦野市、当センター

26

（Ｒ５年度）
・雑穀米の提供
・Ｂ級野菜を活用した小鉢の提供
・イベント実施（ゆるしお給食の提供、
適塩みそ汁の試飲等）
・動画上映
・卓上メモの設置
・社内報への記事掲載

（Ｒ６年度）
・スマートミール認証基準に合わせた
健康的な定食の試行・提供
・イベント実施（試食オフ食品の試食）
・動画上映
・卓上メモの設置
・社内報への記事掲載

CHALLENGE× CUT DOWN × SALT

(野菜料理増加)

働く世代の生 株式会社NITTAN における食環境整備取組結果第３章
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株式会社NITTAN 会社概要

（従業員626人の状況 ～令和５年給食施設栄養管理報告書より～）

（事業内容）
1. 各種発動機弁の製造販売業
2. 輸送用機器部品の製造販売業
3. 紡機部品の製造販売業
4. 機械部品器具の製造販売業
5. 農作物の生産、加工および販売事業
6. 日用品雑貨およびスポーツ用品の製造販売業
7. 前記各号に関連する附帯事業

出典：株式会社NITTANウェブサイト（https://www.niv.co.jp/company/profile.html）

男性, 

540人, 

86%

女性, 

86人, 

14%

性別

間接部門, 

267人, 43%直接部門, 

359人, 57%

業務内容

29歳以下, 
58人, 9%

30～49歳, 

364人, 58%

50～64歳, 

199人, 32%

65～74歳, 4人, 1%
年齢 75歳以上，1人，0％



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

食環境整備

実施体制
（打合せ等）

健康診断⇒結果返却
社内行事等

①11日

全国安全
週間

全国労働
衛生週間

6月は
準備期間

9月は
準備期間

②16日

実態把握
評価

健診結果
等から
テーマ
の検討

食環境スコア
の検討

食環境スコア
の再確認

動画上映

実施までは月１回程度 振り返り Ｒ６計画

社内調整

報告書のまとめ

実施内容の
検討・準備

・ゆるしお給食
・適塩みそ汁の試飲等実態把握の

結果により
検討

③７日 ④28日

意識調査
検討・準備

社内報

食環境スコア
案での把握

集計・分析

⑤26日

9/26

9/20-10/10

卓上メモ

9/27-10/10

食堂調査での把握・確認

⑥24日
28

調査結果ポスター

雑穀米の提供

動画上映

1/29-2/9

社内報

Ｂ級野菜を活用した小鉢

小鉢ポップ

株式会社NITTANにおける食環境整備

Ｒ５(2023)年度 スケジュール

⑧26日⑦26日

健診結果確認
食数の評価意識調査



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

食環境整備

実施体制
（打合せ等）

健康診断⇒結果返却
社内行事等

全国安全
週間

全国労働
衛生週間

6月は
準備期間

9月は
準備期間

実態把握
評価

・食環境スコアの再確認
・健診結果分析
・食数の評価

6/17-28
動画上映

実施内容の検討 振り返り

意識調査

社内調整

意識調査
検討・準備

社内報

集計・分析

29

雑穀米・B級野菜を活用した小鉢の提供

7/1-5
試行

8/20 試食イベント

スマートミール認証申請に向けた準備・調整

8/19-30
動画上映
卓上メモ

⑨5/10

8/26-9/27
バランス
ランチ

スマートミール
認証申請期間

アンケート

⑩6/7 ⑪8/20 ⑫10/25(7/30)

11-12月
動画上映

株式会社NITTANにおける食環境整備

Ｒ６(2024)年度 スケジュール



取組 概要 担当 実施時期 参加者数

ゆるしお給
食

食塩相当量1.2～1.3ｇの主菜３種
類を提供。

㈱NITTAN
ニッコクト
ラスト（給
食担当）
大学
秦野市
当センター

9.26（火）
の昼休み

126人

試食イベン
ト

①適塩みそ汁の試飲
食堂のみそ汁を、ダシで塩分濃度
0.8％に調整したみそ汁を提供。
②減塩しょうゆの体験
食堂に設置されている40％減塩
しょうゆをかけた冷奴を提供。

100人

卓上メモの
設置

食堂の全テーブルに減塩をテーマに
した資料を設置。

大学 9.27（水）～
10.10（火）

その間の
食堂利用者

社内報への
記事掲載

９月の社内報に「減塩」の必要性や
簡単にできる減塩方法等を紹介。

当センター 9月 紙850部
データ50部

動画上映 音声付きで作成した動画（10分程
度）を食堂で上映。減塩をテーマに
３種類。

9.20（水）～
10.10（火）
の昼休み

その間の
食堂利用者

１

２

３

４

30

株式会社NITTANにおける食環境整備 令和５（2023）年９～10月 実施内容



１

３

４

31

２

２

株式会社NITTANにおける食環境整備 令和５（2023）年９～10月 実施内容



取組 概要 担当 実施時期 参加者数

雑穀米の提供 希望者への雑穀米の提供。 ㈱NITTAN
ニッコクト
ラスト（給
食担当）

１月～ １日
30～40食

B級野菜を活
用した小鉢の
提供

子会社が製造する野菜（ベビー
リーフ等）のＢ級品や廃棄品を活
用した小鉢の提供。小鉢での野菜
料理が増加。

１月～ １日
10～20食

小鉢のポップ 小鉢に「栄養士おすすめ」「野菜
たっぷり」等のポップをつけて、
健康的な選択を促す。

２月下旬～ -

調査結果ポス
ター

意識調査結果をポスターにして公
表。

当センター 12月～ -

社内報への記
事掲載

１月の社内報に、冬に多くなる汁
物や煮込み料理の減塩方法として
「だし」を紹介。

１月 紙850部
データ50部

動画上映 音声付きで作成した動画（10分
程度）を食堂で上映。学生が考案
した減塩できる場面の動画と減塩
の歌を盛り込み、作成。

大学
当センター

1.29（月）
～2.9（金）
の昼休み

10日間の
食堂利用者

４

32

３

２

１

株式会社NITTANにおける食環境整備 令和６（202４）年１～２月 実施内容



１

33

わさび菜
ファンシー
グリーン

スイス
チャード

２

４

CHALLENGE CUT DOWN SALT

令和５年９月、食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査にご協力ありがとうございました。

食堂に関する調査項目を抜粋して、報告させていただきます。

27%

20%

15%

12%

8%

し好

価格

バランス

早く食べられる

主食・主菜・副菜

食堂でメニューを選ぶ基準

食堂のメニューは し好、価格、バランスの順で選ばれています

バランス、主食・主菜・副菜を合わせると、２３％。

栄養バランスがとれた主食・主菜・副菜として定食を工夫していきます。

食堂に掲示されている
献立表を見ているか

約６割の人が献立表を見ています

自由記述欄にも、小鉢のメニュー掲示へのご要望が多数ありました。

食事を選ぶ際に使っていただけるよう、情報発信に努めていきます。

見ていない

39％

見ている

59％

掲示されているか

分からない ２％

食堂のみそ汁
味付けはどうか

食堂のみそ汁 半数が ちょうどよい

多くの方が「ちょうどよい」と感じている食堂のおみそ汁、塩分濃度は、

0.9～１．０％で、少し濃い目に作られています。

薄い・少し薄い

19％

ちょうどよい

51％

分からない ９％

濃い・少し濃い

21％

33%

13%

12%

11%

15%

サラダ類

揚げ物

野菜の煮物

野菜の和え物

選んでいない

よく選ぶ小鉢

小鉢は 揚げ物よりも サラダが人気

麺の汁を
どのくらい飲むか

麺の汁は 少し飲む人33％で 一番多い

汁をほとんど残している23％の方は、２ｇ程度の減塩になっています。

半分飲む

31％ 少し飲む

33％

ほとんど
飲まない

19％

全部飲む

13％

飲まない

４％

３
株式会社NITTANにおける食環境整備 令和６（202４）年１～２月 実施内容



株式会社NITTAN 令和６（2024）年７～９月 食環境整備実施内容

取組 概要 実施時期 参加者数

健康的な定食
の試行

スマートミール認証基準に合わせた定食
をＢランチとして５日間限定で提供。

7/1～5
（５回）

延150人
＊限定30食
毎日完売

健康的な定食
の提供

スマートミール認証基準に合わせた定食
を「バランスランチ」として５週間提供。

8/26～9/27
（23回）

延635人
＊１日当たり

16～35食

社内報への
記事掲載

５月の社内報に「健診」をテーマに、有
所見ごとの食事対策を紹介。

５月 紙850部
データ50部

動画上映 動画（15分程度）を昼休みの食堂で上映。
健康的な定食の試行を周知するため、食
堂での工夫をまとめて紹介。

6/17～28 ２週間の
食堂利用者

有所見率が最も高い「血中脂質」をテー
マに、食事の工夫を紹介。

8/19～30 ２週間の
食堂利用者

卓上メモ設置 動画②と同様の内容で作成。 8/19～30 ２週間の
食堂利用者

試食イベント 脂質オフ食品（カロリー80％カットマヨ
ネーズ、カロリー40％オフカレー）の試
食、脂質オフ食品の展示

8/20
昼休み

約60人
＊感想の回答44人

１

２

３

４

34

５

株式会社NITTANにおける食環境整備 令和６（202４）年７～９月 実施内容



35

７／１（月）

• さわらのハーブオ
イル焼

• ハムとほうれん草
の炒め物

• レタスのサラダ

７／２（火）

• 肉じゃが

• 竹輪の磯部揚げ

• キャベツとしめじ
の炒め物

７／３（水）

• 野菜たっぷり回鍋肉

• 水餃子

• ほうれん草と油揚げ
のお浸し

７／４（木）

• 豆腐ハンバーグ
• ほうれん草の炒り
卵

• オクラ入りなます

７／５（金）

• 蒸し鶏 棒棒鶏ソース

• ハムとブロッコリーと
玉ねぎの炒め物

• 菜花と人参のお浸
し

 スマートミール基準「しっかり」に合わせた栄養バランス
 雑穀ごはん200g & メイン & 副菜２種類
 ３０食限定で準備し完売

エネルギー 650kcal

たんぱく質 26.8ｇ

脂質 23.6ｇ

炭水化物 86.6ｇ

塩分 3.2ｇ

野菜量 160ｇ

食材料費 360円

２.実施結果

エネルギー 693kcal

たんぱく質 20.6ｇ

脂質 24.0ｇ

炭水化物 103.4ｇ

塩分 2.7ｇ

野菜量 145ｇ

食材料費 253円

エネルギー 710kcal

たんぱく質 29.2ｇ

脂質 27.5ｇ

炭水化物 89.9ｇ

塩分 2.5ｇ

野菜量 165ｇ

食材料費 359円

エネルギー 660kcal

たんぱく質 25.4ｇ

脂質 17.8ｇ

炭水化物 101.4ｇ

塩分 2.9ｇ

野菜量 160ｇ

食材料費 298円

エネルギー 793kcal

たんぱく質 22.6ｇ

脂質 33.8ｇ

炭水化物 107.1ｇ

塩分 3.4ｇ

野菜量 190ｇ

食材料費 302円

１ ２

３ ４
５

感想アンケート

32 11 1
展示
（抜粋）

動画「もうすぐ健診 ～あぶらの対策～」食堂ＰＲ動画「社食の挑戦と創造」
脂質オフ食品試食イベント

健康的な定食の試行 社内報
株式会社NITTANにおける食環境整備 令和６（202４）年７～９月 実施内容



 スマートミール基準「しっかり」に合わせた栄養バランス
 雑穀ごはん200g & メイン & 副菜２種類
 ３０食限定で準備し完売

７／１（月）

• さわらのハーブオ
イル焼

• ハムとほうれん草
の炒め物

• レタスのサラダ

７／２（火）

• 肉じゃが

• 竹輪の磯部揚げ

• キャベツとしめじ
の炒め物

７／３（水）

• 野菜たっぷり回鍋肉

• 水餃子

• ほうれん草と油揚げ
のお浸し

７／４（木）

• 豆腐ハンバーグ
• ほうれん草の炒り
卵

• オクラ入りなます

７／５（金）

• 蒸し鶏棒棒鶏ソース

• ハムとブロッコリーと
玉ねぎの炒め物

• 菜花と人参のお浸
し

エネルギー 650kcal

たんぱく質 26.8ｇ

脂質 23.6ｇ

炭水化物 86.6ｇ

塩分 3.2ｇ

野菜量 160ｇ

食材料費 360円

健康的な定食の提供 試行結果

エネルギー 693kcal

たんぱく質 20.6ｇ

脂質 24.0ｇ

炭水化物 103.4ｇ

塩分 2.7ｇ

野菜量 145ｇ

エネルギー 710kcal

たんぱく質 29.2ｇ

脂質 27.5ｇ

炭水化物 89.9ｇ

塩分 2.5ｇ

野菜量 165ｇ

食材料費 359円

エネルギー 660kcal

たんぱく質 25.4ｇ

脂質 17.8ｇ

炭水化物 101.4ｇ

塩分 2.9ｇ

野菜量 160ｇ

食材料費 298円

エネルギー 793kcal

たんぱく質 22.6ｇ

脂質 33.8ｇ

炭水化物 107.1ｇ

塩分 3.4ｇ

野菜量 190ｇ

食材料費 302円

36



健康的な定食の提供 従業員の方の反応～食数から～

55 70 62 58 54 

30
30 30 30 30

34
36 31 40

32

55 32 33
39

37

13
11 17

12
24

31
40 43 39 40

19 28 20 18 22 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

7月1日 7月2日 7月3日 7月4日 7月5日

Ａランチ

限定Ｂランチ

スペシャル

バラエティ

カレー

中華麺

和麺

食数計 :317食 251食 235食 236食 239食

（10 %）

（12 %）
（13%） （13%）

（12%）

（28%）
（23%）（25%）（26%）

（17%）

（17%）
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 実施日 ７月５日（金）のお昼休み
 方法 紙 又は ウェブ（グーグルフォーム活用）
 内容 期間限定Ｂランチを食べた理由・感想／食べなかった理由等の６問
 回答状況 食堂の食数 239食

アンケート用紙配布数179枚に対し、115枚回答（64.2％）
ウェブ回答 ６人
→紙115人、ウェブ６人 合計121人からの回答

 回答者の概要

回答者121人 回答者121人回答者121人

 50代 36人（30％）
40代 26人（21％）
20代以下 21人（17％）

 男性105人（87％）
女性 12人（10％）

 直接部門 24人（20％）
間接部門 84人（69％）

健康的な定食の提供 従業員の方の反応～アンケート結果～
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 回答内容の概要

(Q1)
回答者46人

80食

(Q1)
回答者121人

(Q2)
回答者121人

食べた人46人の内訳

 50代・20代以下 各11人（24％）
40代 10人（22％）

 男性 38人（83％）
女性 ５人（11％）

 直接部門 9人（20％）
間接部門 30人（65％）

健康的な定食の提供 従業員の方の反応～アンケート結果～
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 回答内容の概要
(Q3-1)

回答者50人
(Q3-2)

回答者50人

その他の内容：いつもBだから その他の内容：みそ汁がほしい

(Q4)
回答者86人 その他の内容（22人回答）：

• いつもメニューが決まっている（８人）
内訳：麺類（３人）、Ａランチ（１人）、バラエティ（１人）、

仕出し弁当（１人）、弁当持参（２人）

• みそ汁がなかったから（４人）
• ご飯の量が多い、みそ汁がない、小鉢２つは多い
• 混んでいた（３人）
• 食べようと思ったが、おぼんをもってしまったためやめた
• 食べた人の感想をもって判断したかった
• 日頃トレーニングをしているので、エネルギー不足になると
思ったから

• 好き嫌いが激しいため
• 興味がなかった
• 知らなかった

健康的な定食の提供 従業員の方の反応～アンケート結果～
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栄養・食生活に関する情報提供

評価

食環境支援に関わる推進体制

環境衛生

日頃、提供している給食内容

利便性

健康的な食生活に向けた支援

10

12

12

12 12

24

38

9

24  

10

10

21 

9

9

41

株式会社NITTAN 食環境の変化

8

20 

5

9

11

7

7

● 0

 雑穀米の提供開始
 健康に配慮した給食の提供

 社員の好み・嗜好の活用

 採光・換気へ
の取組充実

食環境スコア2023
・雑穀米や健康に配慮した給食の提供により、
従業員の健康的な食生活に向けた支援が充実 令和５年12月

令和５年７月

 スコアの変化につながった
主な取組内容

令和６年10月

 小鉢へのポップ表示

 動画やポスター
により従業員に
調査結果を報告
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株式会社NITTAN 従業員への調査

食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査

対象：株式会社NITTAN 従業員
令和５年度 全従業員 900名程度
令和６年度 取組を行った工場の従業員のみ 600名程度

方法：WEBアンケート調査（Google フォーム）の利用

質問項目：
①基本属性（性別、年代、担当部門）
②食堂の利用状況（食堂の利用頻度、利用する理由、よく選ぶメニュー等）
③食生活（食事のバランス、減塩への意識、自動販売機の利用状況、食堂環境改善
等の取り組みへの関心等）

④健康観（食生活・運動への意識と実行状況等）

※本調査は、株式会社NITTAN にて実施、神奈川県立保健福祉大学が集計・分析を担当した。
神奈川県立保健福祉大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。(承認番号：保大第18-23-59号）



43

食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査 回答者の状況①

84％

79％

16％

21％

性別

男性 女性

22％

13％

74％

81％

4％

6％

部門

直接部門 間接部門 営業部門

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

株式会社NITTAN 従業員への調査
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食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査 回答者の状況②

12％

12％

19％

19％

29％

28％

30％

32％

10％

9％

年代

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

株式会社NITTAN 従業員への調査
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46％

34％

26％

20％

14％

13％

7％

49％

32％

30％

28％

17％

11％

10％

し好

価格

バランス

早く食べられる

主食主菜副菜が

そろっている

ボリューム

ヘルシー

食堂でメニューを選ぶ基準
（複数回答可、R5上位７つを多い順に掲載）

R5

R6

（ｎ＝304）
※食堂を利用しない
と回答した114人
を除いた

（ｎ=192）
※食堂を利用しない
と回答した74人を
除いた

46％

28％

28％

16％

41％

42％

33％

47％

35％

22％

18％

40％

38％

41％

定食A

定食B

スペシャル

カレー

和麺

中華麺

バラエティ

食堂でよく選ぶメニュー

（複数回答可）

R5

R6
（左同）

（左同）

・食堂でメニューを選ぶ基準 変化が大きかったもの：「早く食べられる」＋６％、「バランス」＋４％
・食堂でよく選ぶメニュー 変化が大きかったもの：「バラエティ」＋８％、「定食B」＋７％

株式会社NITTAN 従業員への調査結果①
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・メニューの満足度も、野菜料理を選択する意識もアップ

16％

21％

31％

36％

36％

32％

13％

9％

4％

2％

よく選ぶメニューの満足度

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

33％

34％

12％

21％

11％

12％

10％

11％

13％

7％

6％

3％

15％

12％

よく選ぶ小鉢
サラダ類 野菜の和え物 野菜の煮物

豆腐類 揚げ物類 その他

選んでいない

Ｒ５
（n=304）

Ｒ６
（n=192）

取組前

５７％

取組後

４７％ 野菜料理５６％

野菜料理６７％

＋10％ ＋11％

※食堂を利用しない
と回答した74人を
除いた

※食堂を利用しない
と回答した114人
を除いた

株式会社NITTAN 従業員への調査結果②
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・献立表には変化はなかったが、掲示物を見ていると回答した人の割合は 19％増加

58％

59％

39％

38％

3％

3％

Q４ 献立表を見ているか

見ている 見ていない 掲示されているか分からない

30％

49％

61％

46％

9％

5％

Q５ 掲示物などを見ているか

見ている 見ていない 掲示されているか分からない

Ｒ５
（n=304）

Ｒ６
（n=192）

取組前

取組後

＋1９％

※食堂を利用しない
と回答した74人を
除いた

※食堂を利用しない
と回答した114人
を除いた

株式会社NITTAN 従業員への調査結果③
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・麺の汁を飲まないことを意識する人の割合 ８％、実行する人の割合 11％増加

7％

7％

32％

40％

39％

37％

20％

16％

2

0

麺類の汁を飲まない（意識）

とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

39％

50％

61％

50％

麺類の汁を飲まない（実行）

実行している 実行していない

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

＋1１％＋８％

株式会社NITTAN 従業員への調査結果④
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・減塩調味料を使うことを意識する人の割合７％増加、実行する人の割合12％増加

4％

7％

28％

32％

45％

39％

21％

22％

2

0

減塩調味料を使う（意識）

とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

32％

44％

68％

56％

減塩調味料を使う（実行）

実行している 実行していない

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

＋1２％＋７％

株式会社NITTAN 従業員への調査結果⑤
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・甘いものをとり過ぎないことを意識する人の割合11％増加、実行する人の割合６％増加

9％

9％

39％

51％

38％

28％

13％

11％

1

1

甘いものをとり過ぎない（意識）

とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

49％

55％

51％

45％

甘いものをとり過ぎない（実行）

実行している 実行していない

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

＋６％＋１１％

株式会社NITTAN 従業員への調査結果⑥
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・野菜を食べることを意識する人・実行する人の割合は他項目よりも高かったが、さらに増加

22％

24％

53％

59％

17％

10％

7％

7％

1

0

野菜を食べる（意識）
とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

78％

85％

22％

15％

野菜を食べる（実行）

実行している 実行していない

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

＋７％＋８％

株式会社NITTAN 従業員への調査結果⑦
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・主食・主菜・副菜を組合せて食べることを実行する人の割合は６％増加

11％

10％

36％

41％

41％

37％

11％

11％

1

1

主食・主菜・副菜を組み合わせ

て食べる（意識）
とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

47％

53％

53％

47％

主食・主菜・副菜を組み合わせ

て食べる（実行）

実行している 実行していない

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

＋６％＋４％

株式会社NITTAN 従業員への調査結果⑧
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・日頃から階段を使う等、身体を動かしていることを意識する人の割合７％増加、実行する人
の割合９％増加

9％

13％

45％

48％

35％

29％

10％

9％

1

1

日頃から身体を動かしている

（意識）
とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

60％

69％

40％

29％

日頃から身体を動かしている

（実行）

実行している 実行していない

Ｒ５
（n=418）

Ｒ６
（n=266）

取組前

取組後

＋９％＋７％

株式会社NITTAN 従業員への調査結果⑨



37％

37％

22％

17％

12％

12％

11％

雑穀米の提供

バランスランチ

小鉢でのshune野菜

動画上映

卓上メモ

試食イベント

社内報

列1

Q21 今後希望する取組
（複数回答可、上位７つを多い順に掲載）

R6

54

・参考になった活動、今後希望する取組ともに、「雑穀米の提供」が多かった

33％

28％

25％

20％

16％

13％

12％

12％

雑穀米の提供

動画上映

（減塩）

バランスランチ

動画上映

（あぶら）

社内報

動画上映

（食堂紹介）

卓上メモ

試食イベント

Q20 参考になった活動
（複数回答可、上位７つを多い順に掲載）

R6
（ｎ=266） （ｎ＝266）

※参考になったものはないと回答した方は75人（28％） ※希望するものはないと回答した方は79人（30％）

株式会社NITTAN 従業員への調査結果⑩
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・揚げ物中心のＡランチ減少傾向 ２６～２８％ → ２３～２５％ → ２２～２３％
・魚や豆腐等健康志向のＢランチ増加傾向 １０～１２％ → １４～１５％ → １３～１５％

株式会社NITTAN メニュー選びの変化

28%

26%

28%

23%

25%

23%

22%

23%

23%

10%

12%

11%

15%

14%

14%

13%

15%

13%

12%

13%

13%

12%

12%

14%

13%

12%

13%

14%

15%

14%

17%

16%

16%

16%

18%

17%

7%

6%

6%

5%

5%

5%

6%

5%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

5%

5%

5%

5%

6%

5%

5%

7%

6%

6%

7%

6%

6%

9%

7%

7%

7%

7%

7%

6%

7%

7%

9%

10%

10%

9%

10%

10%

11%

10%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4.9

R4.10

R4.11

R5.9

R5.10

R5.11

R6.8

R6.9

R6.10

Ａランチ Ｂランチ スペシャル バラエティー カレー 和麺 和麺（大盛） 中華麺 中華麺（大盛）

Ｒ４ Ｒ５ R6

（4932食）

（4967食）

（4955食）

（4571食）

（5062食）

（4611食）

（3930食）

（4580食）

（4850食）

※

※R6.8.26～9.27は、バランスランチとして提供
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200

1
5 9 15 23 34 47 35

18 13

195

6
2

11 17 29
34 33

27

25 11

57 1

7

4 5 10
7 12

2
5 4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 10～20 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65

Ｒ５健診結果 肥満 標準 やせ肥満 ４３％（男性452人中200人）

Ｒ５・６年９月健康診断結果
（食堂を利用される秦野本社・
堀山下工場勤務者分）

株式会社NITTAN 健康診断結果① 体格（BMI）の変化

173

0

5 4
10 18 29

42 35 18
12

253

4

13
14

12 37 45
45 40 20

23

16 0 0 1 2
1 6 2 1 0

3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 10～20 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65

Ｒ６健診結果 肥満 標準 やせ肥満 ３９％（男性442人中173人）

44%

39%

57%

43%

・肥満者の割合が５％減少、 やせの者の割合が９％減少
・標準の人の割合が1４％増加



・血中脂質の項目で所見があった人の割合は、５％増加。

57

273

1

9

8 16
38 46 58 43 35 19

179

7

5

16
21

24 29 34 21 13 9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 10～20 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65

Ｒ５健診結果 所見あり 所見なし有所見率 ６０％（男性452人中273人）

株式会社NITTAN 健康診断結果② 血中脂質の変化
Ｒ５・６年９月健康診断結果
（食堂を利用される秦野本社・
堀山下工場勤務者分）

289
2

11
7

17 37 49 57 55 26 28

153
2

7

12

7 19 31 32 21 12 10

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 10～20 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65

Ｒ６健診結果 所見あり 所見なし有所見率 ６５％（男性442人中289人）

60%

40%

65%

35%

※所見ありには、観察経過観察・治療有含む



193
1

2 3
9 19 23

36
50 24 26

249
3

16 16
15 37 57

53

26 14 12

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 10～20 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65

Ｒ６健診結果 所見あり 所見なし

・血圧で所見があった人の割合は、１３％増加。

58

142

0 0 1 4 7 15
34

35 27
19

310

8 14 23 33 55 60
58

29 21
9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 10～20 21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56～60 61～65

Ｒ５健診結果 所見あり 所見なし有所見率 ３１％（男性452人中142人）

株式会社NITTAN 健康診断結果③ 血圧（男性）の変化
Ｒ５・６年９月健康診断結果
（食堂を利用される秦野本社・
堀山下工場勤務者分）

有所見率 ４４％（男性442人中193人）

31%

69%

44%

56%

※所見ありには、観察経過観察・治療有含む



株式会社NITTAN での食環境整備

健康につながる食事を食べられる環境
働く人が食品にアクセスする機会

適切な栄養・健康情報を取得できる環境
働く人が情報にアクセスする機会

（取り組めたこと）

 社員食堂
・提供する定食の健康化
・小鉢への野菜料理 回数増加
・雑穀米の提供
・減塩食品の提供

（取り組めたこと）

 動画上映
 卓上メモの設置
 小鉢へのポップ表示
 社内報へのコラム掲載
 試食イベント実施
 ポスター掲示

働く世代の健康保持増進・生活習慣病予防

各企業の活力・生産力・業績向上
株価・ESG評価上昇

（働く世代１人ひとりが健康的な食生活を送ることができる環境）

59

産学官連携による
働く世代の食環境の整備・充実
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 対象 従業員 約180名

 テーマ ごはんでつなぐ 仕事と健康

 目標 （長期）健康診断結果の改善
（モデル事業後）従業員のヘルスリテラシー向上
（取組後）自分に合ったご飯量を意識して食べる人を増やす

 取組内容

 評価指標 （長期）健康診断での有所見率
（短期）従業員への意識調査、食環境スコア、食堂調査

 体制 冨士電線株式会社、株式会社ケイエフケイ（給食担当）
神奈川県立保健福祉大学
伊勢原市、当センター

（Ｒ５年度）
・適量ご飯の案内・ご飯計量用秤の設置
・みそ汁の適塩化
・栄養士・調理師からのおすすめコメント設置
・卓上メモの設置
・販売する飲料の砂糖量表示
・講話・イベント実施
・習慣化アプリの紹介

（Ｒ６年度）
・週間献立表へのマーク表示
・卓上メモの設置
・食堂アンケート実施
・昼めしを考える会（トーク会） の開催
・昼めしを考える会考案メニュー食堂での提供

働く世代の生 冨士電線株式会社における食環境整備取組結果第４章
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冨士電線株式会社 会社概要

（従業員185人の状況 ～令和５年給食施設栄養管理報告書より～）

男性, 

140人, 

76%

女性, 

45人, 

24%

性別

デスクワーク, 

71人, 38%現場作業, 

114人, 62%

業務内容

（事業内容）
消防用ケーブル・通信用ケーブル・LAN
関連ケーブル・光ファイバケーブル及び
機器加工品の製造・販売

出典：冨士電線株式会社ウェブサイト
（https://www.tokyo-fuji.co.jp/company/outline/）

29歳以下, 
34人, 19%

30～49歳, 

78人, 42%

50～64歳, 

67人, 36%

65～74歳, 6人, 3%年齢



冨士電線株式会社における食環境整備

Ｒ５(2023)年度 スケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

食環境整備

実施体制
（打合せ等）

健康診断
結果返却社内行事等

①21日

全国安全
週間

全国労働
衛生週間

6月は準備期間 9月は準備期間

②19日

実態把握
評価

健診結果
等から
テーマ
の検討

健診結果
から対象
者の検討

個別支援

食環境スコア
の検討

初回説明会 面談 報告会・測定会

健診結果
の分析

実施内容の
検討・準備

実施までは、月１回程度 振り返り Ｒ６計画

10月～ 適量ご飯の案内・卓上メモ

意識調査

社内調整

報告書のまとめ

③29日

みんチャレ 夏コース

あすけん（栄養価計算アプリ）

9/29
講話・イベント

④31日

食環境スコア
試行

12月
調査結果
活用ポップ

62

10/31
動画上映

みんチャレ 秋コース

食堂調査での把握・確認

食環境スコア
の再確認

2/21食堂
アンケート

集計・
分析

⑤29日 ⑥24日

10月中旬～ 栄養士・調理師おすすめコメント

⑦26日

１月
飲料に含ま
れる砂糖量
の紹介

12月～ 味噌汁の適塩化

⑧26日

２月～
食堂入口
モニターで
の情報提供

アプリを活
用した生活
習慣病予防
プログラム ※伊勢原市事業



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

食環境整備

実施体制
（打合せ等）

健康診断
結果返却社内行事等

全国安全
週間

全国労働
衛生週間

6月は準備期間 9月は準備期間

実態把握
評価

個別支援

初回説明会 面談 報告会・測定会
アプリを活
用した生活
習慣病予防
プログラム

社内調整

みんチャレ 夏コース

あすけん（栄養価計算アプリ）

63

みそ汁の適塩化

実施内容の検討 振り返り

食環境スコア

意識調査意識調査検討・準備 集計・分析

モニター・
卓上メモの設置

栄養士・調理師おすすめコメント

健診結果・食数の確認

適量ご飯の案内

4/17,5/17 食堂アンケート

週間献立表 健診対策のマーク表示

⑨5/17 7/25 ⑩9/3 ⑪10/25 ⑫2/7

9/3
昼めしを
考える会

10/11,25
食堂での
提供

食堂調査

冨士電線株式会社における食環境整備

Ｒ６(2024)年度 スケジュール

※伊勢原市事業

献立調整

2/7
昼めしを
考える会

3/28,4/18
食堂での
提供

献立調整



取組 概要 担当 実施時期 参加者数

適量ご飯の案
内

ご飯を盛り付ける台に、ご飯計量用
の秤を２台設置。ご飯量100ｇ・
150ｇ・２００ｇ・２５０ｇの写真を設置。

当センター 10/2（月）～ 食堂利用者

卓上ポップの
設置

食堂10か所のテーブルにスタンド
でポップを設置。

大学

講話 年齢や活動に合わせたご飯量、栄
養バランスについて、30分程度で
紹介。

当センター 9/29（金）
①9:30～
②10:45～

①８人
②10人

イベント ・ご飯量チェック
・体組成測定
・模擬コンビニ

大学
ケイエフケイ
（給食担当）
伊勢原市

9/29（金）
9:30～14:00

35人

動画上映 二次健診・再健診会場で、10分程
度の動画を上映

当センター 10/31（火） ー

アプリを活用
した生活習慣
病予防プログ
ラム

スマートフォンアプリ等により、血糖
や食事、歩数チェックを行い、生活
習慣病予防を支援。

伊勢原市 ７～１月
夏：７～９月
秋：10～12月

３人

１

２

３

４

64

５

冨士電線株式会社における食環境整備 令和５（202３）年９～10月 実施内容



１

５

65

２

３ ４

講話後
展示

冨士電線株式会社における食環境整備 令和５（202３）年９～10月 実施内容



取組 概要 担当 実施時期 参加者数

みそ汁の適塩化 0.9～1.0％の塩分濃度を少しずつ
0.7～0.8％に下げて、定食のみそ
汁を提供。

ケイエフケイ
（給食担当）

12月以降 食堂利用
者

栄養士・調理師
おすすめコメント

栄養士の似顔絵ボードを作成し、献
立に合わせたコメントを紹介。

大学
ケイエフケイ
（給食担当）

10月中旬～

卓上メモの内容
の更新

意識調査結果を活用した内容で、
卓上メモを作成。１週間に１回内容
を入れ替え。

当センター 12月

飲料に含まれる
砂糖量の紹介

自動販売機の周辺に、販売されて
いる飲料の砂糖量を示したポス
ターを掲示。

当センター １月

アプリを活用し
た生活習慣病予
防プログラム

スマートフォンアプリ等により、血糖
や食事、歩数チェックを行い、生活
習慣病予防を支援。

伊勢原市 ７～１月
夏：７～９月
秋：10～12月

１

２

３

66

令和５年７月に実施した意識調査結果を踏まえて、以下の内容を実施。

・食堂で献立表を見ている人90％。
・現場作業の人は、デスクワークの人より自動販売機の利用頻度が高い。
・講習会やイベントは参加を希望しない人が47％。９月の参加者はデスクワークの人が大部分を占めた。

冨士電線株式会社における食環境整備 令和５（202３）年１２～１月 実施内容
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２

２

１

３

冨士電線株式会社 令和５（2023）年12～１月 食環境整備実施内容

冨士電線株式会社における食環境整備 令和５（202３）年12～１月 実施内容

２
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令和５年４月２１日
（第１回打合せ）

令和６年２月２１日（食堂アンケート時）

食堂入口の変化



69

２月21日（水）昼休み
食堂利用者にアンケート実施
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令和５年度食環境改善アンケート結果①

食堂利用者にアンケート用紙を手渡し、食事中に記入、下膳時回収（80人回答）

男性, 

61, 
76%

女性, 

17, 
21%

記入なし, 2, 3%性別

デスク

ワーク, 

41, 51%
現場作業, 

33, 41%

記入なし, 6, 8%
担当業務

20歳代, 

11, 14%

30歳代, 

19, 24%

40歳代, 

16, 20%

50歳代, 

21, 26%

60歳代, 

10, 12%

記入なし, 3, 4%年齢

,48％

37

25 24

18

12

5
1

7

卓上ポップ 自販機ポスター おすすめコメント ご飯の秤 測定会・イベント 講話 アプリ 記入なし

●食環境改善の取組の中で参考になったもの（人数と回答者80人に対する割合）（複数回答可）

46％

31％ 30％

15％
23％

６％ ９％

（令和６年２月中間評価）
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令和５年度食環境改善アンケート結果②

6人

5人

20人

11人

7人

11人

8人

6人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デスクワーク

現場作業

ご飯の量の意識
とても意識している
意識している
あまり意識していない
意識していない
自分に合う量が分からない

（n=41）

（n=33）

35

20 20

12
8

2

肥
満

糖
尿
病

高
血
圧

脂
質
異
常
症

や
せ

他

●今後やってほしい取組（人数と回答者80人に対する割合）（複数回答可）

26
21 19

7
4 3 2 2

卓
上
ポ
ッ
プ

食
堂
メ
ニ
ュ
ー
コ
ラ
ボ

ポ
ス
タ
ー

動
画
配
信

講
話

メ
ー
ル
配
信

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

イ
ベ
ン
ト

44％

25％ 25％ 24％26％
33％

内容 方法

●ご飯 年齢や性別・活動に合わせた適正量の意識（R6.2）

（参考）ご飯 自身の身体や活動に合わせた量の意識（R5.7）



取組 概要 担当 実施時期 参加者数

週間献立表の
マーク表示

定食利用の推進のため、健診対策
につながるメニューにマークを表示。

給食担当（ケ
イエフケイ）

４月以降 食堂利用者

卓上メモの設置 ５月末の健康診断に向けて、有所見
ごとに対策を紹介。

当センター 4/8～5/31 食堂利用者

食堂アンケート 設置した卓上メモ内容と連動させた
アンケート（ボードにシールで回答）
を実施。

当センター ①4/17
②5/17

①83人
②延103人

昼めしを考える
会（トーク会）

健康の関心が低い方にも参加して
もらう機会。
①好きな食堂メニューを共有
②メニュー設定のポイント
③②を踏まえたメニュー考案

講話担当：
給食担当の
栄養士

当日は全員で対応

9/3 ８人

昼めしを考える
会考案メニュー
食堂での提供

「昼めしを考える会」のグループワー
クで検討した定食を食堂で提供。

給食担当（ケ
イエフケイ）

①10/11
②10/25

①86人
②88人

アプリを活用した
生活習慣病予防
プログラム

スマートフォンアプリ等により、血糖や食
事、歩数チェックを行い、生活習慣病予
防を支援。

伊勢原市 ７～12月 １人

１

２

３

４

72

冨士電線株式会社 令和６（2024）年４～９月 食環境整備実施内容

冨士電線株式会社における食環境整備 令和６（202４）年４～９月 実施内容



４

73

２

週間献立表のマーク表示１

３
食堂アンケート
4/17 気になるテーマ

食堂アンケート
5/17 参考になった卓上メモ 4/8～5/17の卓上メモ 22種類

１位 15票 ご飯量一覧
２位 13票 ご飯量 150ｇと100ｇ
３位 11票 コーヒーのエネルギー量

昼めしを考える会
（詳細は次スライド参照）

冨士電線株式会社 令和６（2024）年４～９月 食環境整備実施内容

冨士電線株式会社における食環境整備 令和６（202４）年４～９月 実施内容
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冨士電線株式会社 R６(2024)年度 食環境整備実施内容

10月11日（金）
ガパオライス
カレー屋さんのサラダ
スープ

10月25日（金）
ヤンニョムチキン
チャプチェ
わかめスープ

を考える会

食べたい
うまい

冨士電線株式会社

健康 自分たちが
食べたいメニューを
身体がよろこぶ１食に

おいしかった

71%いまいちだった

0%

食べなかった

29%

覚えていない

0%

10/11

ガパオライス

おいしかった

61%いまいちだった

10%

食べなかった

29%

覚えていない

0%

10/25

ヤンニョムチキン

考案メニューの提供

例えば、10月11日は

野菜175ｇ以上使った
定食を

８６人（９２％）
が利用しました

昼めしを考える会参加者８人
▼

考案メニュー喫食者 ８６人 R6.10.28～11.8 実施後webアンケート結果より（回答者数31人）



評価

食環境支援に関わる推進体制

環境衛生

日頃、提供している給食内容

栄養・食生活に関する情報提供利便性

健康的な食生活に向けた支援

10

12

12

12 12

24

38

9

35 

9

10

14 

10

12

75

冨士電線株式会社 食環境の変化

6
29 

7

7

10

6

11

● 0

 定期的な
会議開催へ

 社員の好み・身体状況等
を把握・活用

 健康を意識した取組
３つ以上の実施

 摂取量の把握
・結果の活用

16

 主食の目安量表示、お勧め
コメント、卓上メモ設置

11

食環境スコア2023

令和５年12月
令和５年７月

 スコアの変化につながった
主な取組内容

令和６年10月

・定期的な会議開催により、推進体制が充実
・摂取量や調査結果を活用して従業員に発信
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冨士電線株式会社 従業員への調査

食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査

対象：冨士電線株式会社 従業員 180名程度

方法：アンケート調査
WEB（Google フォームの利用）または紙

質問項目：
①基本属性（性別、年代、担当部門）
②食堂の利用状況（食堂の利用頻度、利用する理由、よく選ぶメニュー等）
③食生活（食事のバランス、減塩への意識、自動販売機の利用状況、食堂環境改善
等の取り組みへの関心等）

④健康観（食生活・運動への意識と実行状況等）

※本調査は、冨士電線株式会社にて実施、神奈川県立保健福祉大学が集計・分析を担当した。
神奈川県立保健福祉大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。(承認番号：保大第18-23-59号）
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冨士電線株式会社 従業員への調査

食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査 回答者の状況①

76％

74％

24％

26％

性別

男性 女性

39％

47％

61％

53％

部門

デスクワーク 現場作業

Ｒ５
（n=139）

Ｒ６
（n=163）

取組前

取組後
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17％

18％

25％

23％

22％

20％

26％

29％

10％

10％

年代

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

Ｒ５
（n=139）

Ｒ６
（n=163）

取組前

取組後

冨士電線株式会社 従業員への調査

食堂利用の現状と食生活・生活習慣に関する調査 回答者の状況②



冨士電線株式会社 従業員への調査結果①

79

・食堂でメニューを選ぶ基準 変化が大きかったもの：「し好」「早く食べられる」７％減少
・食堂でよく選ぶメニュー 変化が大きかったもの：「麺定食」７％減少

48％

34％

30％

26％

21％

19％

7％

41％

38％

30％

30％

14％

14％

10％

し好

バランス

価格

主食主菜副菜が

そろっている

早く食べられる

ボリューム

ヘルシー

食堂でメニューを選ぶ基準
（複数回答可、R5上位７つを多い順に掲載）

R5

R6

（ｎ＝108）
※食堂を利用しない
と回答した31人を
除いた

（ｎ=122）
※食堂を利用しない
と回答した43人を
除いた

80％

37％

9％

78％

30％

5％

定食

麺定食

カレー

食堂でよく選ぶメニュー

（複数回答可）

R5

R6
（左同）

（左同）
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6％

1％

19％

10％

71％

56％ 19％ 12％

4％

2％

みそ汁の味付け

濃い 少し濃い
ちょうどよい 少し薄い
薄い 分からない

19％

17％

44％

45％

30％

27％

7％

10％

自分に合ったご飯量

とても意識している 意識している

あまり意識していない 意識していない

わからない

取組前

濃い11％

取組後

濃い25％ 意識あり ６３％

意識あり ６２％

Ｒ５
（n=108）

Ｒ６
（n=121）
※食堂を利用しない
と回答した43人・
未回答１人を除い
た

※食堂を利用しない
と回答した31人を
除いた

・食堂のみそ汁を濃いと感じている人の割合が14％減少
※R5年12月から、食堂ではこっそりと適塩（塩分濃度1.0→0.7％）のみそ汁を提供

・自分に合ったご飯量を意識する人の割合は変化なし

冨士電線株式会社 従業員への調査結果②
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・献立表には変化はなかったが、掲示物を見ていると回答した人の割合は ５％増加

89％

88％

10％

12％

1％

献立表を見ているか

見ている 見ていない 掲示されているか分からない

62％

67％

35％

32％

1％

1％

掲示物などを見ているか

見ている 見ていない 掲示されているか分からない

取組前

取組後

＋５％

Ｒ５
（n=108）

Ｒ６
（n=121）
※食堂を利用しない
と回答した43人・
未回答１人を除い
た

※食堂を利用しない
と回答した31人を
除いた

冨士電線株式会社 従業員への調査結果③



47%

35%

35%

31%

19%

12%

9%

6%

5%

3%

6%

45%

23%

28%

35%

3%

11%

4%

1%

3%

4%

11%

56%

48%

34%

22%

33%

9%

6%

4%

1%

2%

7%

お茶

水・天然水

コーヒー・紅茶（無糖）

コーヒー・紅茶（砂糖ミルク入り）

スポーツドリンク

炭酸飲料（糖分入り）

ジュース

炭酸飲料（無糖・カロリー０）

野菜ジュース

乳酸菌飲料（ヤクルト等）

ほとんど購入しない

R5.7（回答数139人）

R6.2（回答数80人）

R6.9（回答数165人）
82

●自動販売機でよく購入する飲み物
（複数回答可）
（意識調査結果等より抜粋）

・季節による影響もあり判断しづらい。
・R6夏は熱中症対策として、お茶・水・スポーツドリンクに会社から補助もあり、利用率が上がった。

冨士電線株式会社 従業員への調査結果④
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・麺の汁を飲まないことを意識する人・実行する人の割合は 変化なし

14％

8％

35％

39％

38％

40％

13％

11％

1％

麺類の汁を飲まない（意識）

とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

51％

52％

49％

48％

麺類の汁を飲まない（実行）

実行している 実行していない

取組前

取組後

＋１％‐２％

Ｒ５
（n=137）

Ｒ６
（n=157）

冨士電線株式会社 従業員への調査結果⑤
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・減塩調味料を使うことを実行する人の割合は ７％減少

8％

8％

25％

28％

47％

40％

17％

23％

4％

1％

減塩調味料を使う（意識）

とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

41％

34％

59％

66％

減塩調味料を使う（実行）

実行している 実行していない

取組前

取組後

‐７％＋３％

Ｒ５
（n=138）

Ｒ６
（n=157）

冨士電線株式会社 従業員への調査結果⑥
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・甘いものをとり過ぎないことを意識する人の割合は ９％増加

10％

8％

36％

47％

44％

34％

11％

10％

1％

1％

甘いものをとり過ぎない（意識）

とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

50％

51％

50％

49％

甘いものをとり過ぎない（実行）

実行している 実行していない

取組前

取組後

＋１％＋９％

Ｒ５
（n=137）

Ｒ６
（n=159）

冨士電線株式会社 従業員への調査結果⑦
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・野菜を食べることを意識する人・実行する人の割合は他項目よりも高かったが、変化はなし

28％

22％

44％

48％

19％

19％

7％

9％

1％

2％

野菜を食べる（意識）
とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

74％

72％

26％

28％

野菜を食べる（実行）

実行している 実行していない

取組前

取組後

－２％

Ｒ５
（n=137）

Ｒ６
（n=159）

－２％

冨士電線株式会社 従業員への調査結果⑧
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・主食・主菜・副菜を組合せて食べることを意識する人・実行する人の割合は変化なし

11％

11％

41％

41％

33％

35％

13％

13％

2％

1％

主食・主菜・副菜を組み合わせ

て食べる（意識）
とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

51％

52％

49％

48％

主食・主菜・副菜を組み合わせ

て食べる（実行）

実行している 実行していない

取組前

取組後

＋１％

Ｒ５
（n=135）

Ｒ６
（n=158）

冨士電線株式会社 従業員への調査結果⑨
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・日頃から階段を使う等、身体を動かしていることを意識する人の割合は ７％増加

13％

13％

37％

44％

37％

27％

12％

15％

1％

2％

日頃から身体を動かしている

（意識）
とても意識している 意識している
あまり意識していない 全く意識していない
わからない

61％

58％

39％

42％

日頃から身体を動かしている

（実行）

実行している 実行していない

取組前

取組後

-３％＋７％

Ｒ５
（n=138）

Ｒ６
（n=158）

冨士電線株式会社 従業員への調査結果⑩



33％

33％

25％

25％

23％

19％

11％

ご飯の量

エネルギー

塩分

野菜量

脂質

雑穀米

食物繊維

食事の選択時に意識するように

なったこと（複数回答可、多い順）

R6

89

・参考になった活動は「雑穀米の提供」「献立表へのマーク表示」
・食事の選択時に「ご飯の量」「エネルギー量」を意識するようになった人の割合が33％

36％

31％

26％

20％

19％

5％

4％

雑穀米の提供

献立表へのマーク表

示

卓上メモ

自販機ポスター

おすすめコメント

昼めしを考える会

講話・測定イベント

参考になった活動
（複数回答可、上位７つを多い順に掲載）

R6
（ｎ=162） （ｎ＝162）

※参考になったものはないと回答した方は51人（31％） ※特になしと回答した方は44人（27％）

冨士電線株式会社 従業員への調査結果⑪
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冨士電線株式会社 食数等の変化

72％

52％

83％
52％

93％
70％

0

10

20

30

40

50

0%

20%

40%

60%

80%

100%

青椒肉絲 鯖みそ煮 ハンバーグ 焼魚 からあげ 平均

R6年９月
定食 麺定食 カレー ふりかけ

17%

12%

32個

68％
46％ 32％ 29％

74％

50％

0

10

20

30

40

50

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ハンバーグ 魚チーズ 豆腐南蛮 魚煮つけ フライ 平均

R5年７月
定食 麺定食 カレー ふりかけ

40% 

10%

38個

・提供食数：下図のとおり、定食は20％増加し、麺定食は23％低下した。

・ごはんの提供量：R5年７月15.1ｋｇ→R6年９月18.5kｇに増加した。
＊定食利用者が20％増えたためと考えられる。
＊１人当たりのご飯提供量は、麺定食の人はご飯を付けたり、付けなかったりするので比較できない。

・自由にとれるふりかけ：利用個数の平均は、６個減少した。

・麺類の汁：残した汁の平均量は、R5年７月８２．２ｇ→R6年９月63.８ｇとなった。

・汁物の塩分濃度：0.9～1.0％→0.7％に下げて、提供を継続。

提供食数の割合とふりかけの個数の推移

平均平均
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冨士電線株式会社 健康診断結果の変化

29

35
33.6

31.6

33.5
31.8

36

31.9
30.3

34.2

31.1

29.9

10

13.8 13.8

17.8

22.4
20.1

10

13.1 12.5
11.2

19.9
18.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

肥満

脂質異常症

高血圧

高血糖

（％）

・有所見率について、左図のとおり、令和６年の割合は全て昨年分より下がった （肥満５人、脂質
異常４人、高血圧５人、高血糖３人の減少。）。高血圧は年々増加傾向にあったが、止めることが
できた。

・令和６年健康診断結果について、右表のとおり、所見の有無別に体重の変化を確認したところ、
所見ありの人のほうが体重が減少した人の割合が９％高かった。

１kg
以上
増加

変化
なし

１kg
以上
減少

所見なし
74人

22人
(30％)

37人
(52％)

13人
(18％)

所見あり
75人

21人
(28％)

34人
(45％)

20人
(27％)

全体
149人

43人
(29％)

71人
(48％)

33人
(22％)

表 R6健康診断結果
所見の有無別、体重の変化

図 有所見率 ６年間の推移

(1kg以内
の増減)



健康につながる食事を食べられる環境
働く人が食品にアクセスする機会

適切な栄養・健康情報を取得できる環境
働く人が情報にアクセスする機会

（取り組めたこと）

 社員食堂
・雑穀米の提供
・こっそり適塩みそ汁の提供
・従業員が考えた献立の提供

（取り組めたこと）

 講話・測定イベントの実施
 昼めしを考える会の開催
 卓上メモの設置
 献立へのマーク表示
 習慣化アプリの紹介
 ポスター掲示
 自販機で販売する飲料
の砂糖量表示

働く世代の健康保持増進・生活習慣病予防

各企業の活力・生産力・業績向上
株価・ESG評価上昇

（働く世代１人ひとりが健康的な食生活を送ることができる環境）
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産学官連携による
働く世代の食環境の整備・充実

冨士電線株式会社での食環境整備
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食環境見える化ツール「食環境スコア2025（完成版）」

働く世代の生 今回作成したツール・栄養教育用媒体の紹介第５章
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食環境見える化ツール「給食施設栄養管理報告書のまとめ」

見本



96

栄養教育用媒体：講演スライド・動画

• 肥満対策 • 血圧対策 • 脂質対策

１日に目標としたい

食塩相当量

栄養成分表示の活用例

昼食で

カップ麺にプラスするなら？

血液中に 中性脂肪、悪玉コレステロール が増えた
り、善玉コレステロールが減ったりした状態。

まずは 敵を知る

脂質異常症とは

動脈硬化

脳卒中

心筋こうそく

血液がドロドロ

ご飯、菓子類、

アルコール、果物
を減らす

中性脂肪を下げる食事

野菜、きのこ、
海藻を増やす

糖分・果糖↓
毎食、食物繊維↑

揚げ物料理

を減らす

あぶら↓

糖を
摂りすぎない
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栄養教育用媒体：卓上メモ

• A5版横型 22種類
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栄養教育用媒体：自販機用ポスター

その炭酸飲料は？

1本500ml当たり
熱量 225kcal

炭水化物 56.5ｇ

11.3本

出典：https://www.coca-cola.com/jp/ja/brands

スティックシュガー５ｇだと

1本190ml当たり
熱量 106kcal

炭水化物 26.６ｇ

出典：https://www.coca-cola.com/jp/ja/brands

スティックシュガー５ｇだと

５.3本

1本350ml当たり
熱量 175kcal

炭水化物 44.1ｇ

８.８本

出典：https://products.suntory.co.jp/softdrink/
ingredient.html

スティックシュガー５ｇだと

1本600ml当たり
熱量 240kcal

炭水化物 60.6ｇ
スティックシュガー５ｇだと

出典：https://products.suntory.co.jp/softdrink/
ingredient.html

12本

令和６年１月作成

栄養成分表示
＜100ml当たり＞

エネルギー 45kcal
たんぱく質 0g
脂質 0g
炭水化物 11.3g 
食塩相当量 0g

飲む前に

 単位
 エネルギー
 炭水化物 etc…

次の行動へのヒントになります

栄養成分表示を見る

その水は？ そのコーヒーは？

令和６年１月作成

1本500ml当たり
熱量 ０kcal

糖類 ０ｇ

出典：https://www.coca-cola.com/jp/ja/brands

スティックシュガー５ｇだと

０本

栄養成分表示
＜100ml当たり＞

エネルギー 45kcal
たんぱく質 0g
脂質 0g
炭水化物 11.3g 
食塩相当量 0g

飲む前に

 単位
 エネルギー
 炭水化物 etc…

次の行動へのヒントになります

栄養成分表示を見る

1本540ml当たり
熱量 ０kcal

炭水化物 ０ｇ

０本

出典：https://www.coca-cola.com/jp/ja/brands

スティックシュガー５ｇだと

1本600ml当たり
熱量 0kcal

炭水化物 0ｇ

0本

スティックシュガー５ｇだと

出典：https://products.suntory.co.jp/softdrink/
ingredient.html

1本600ml当たり
熱量 108kcal

炭水化物 26.4ｇ
スティックシュガー５ｇだと

出典：https://products.suntory.co.jp/softdrink/
ingredient.html

５.３本

そのコーヒーは？その紅茶は？

令和６年１月作成

1本190ml当たり
熱量 66.5kcal

炭水化物 13.1ｇ

２.６本

出典：https://www.coca-cola.com/jp/ja/brands

スティックシュガー５ｇだと

1本270ml当たり
熱量 97.2kcal

炭水化物 18.4ｇ

出典：https://www.coca-cola.com/jp/ja/brands

スティックシュガー５ｇだと

３.７本

1本240ml当たり
熱量 162kcal

炭水化物 19.1ｇ

３.８本

出典：https://www.morinagamilk.co.jp/products/drink/
mtr_caffelatte/29.html

スティックシュガー５ｇだと

栄養成分表示
＜100ml当たり＞

エネルギー 45kcal
たんぱく質 0g
脂質 0g
炭水化物 11.3g 
食塩相当量 0g

飲む前に

 単位
 エネルギー
 炭水化物 etc…

次の行動へのヒントになります

栄養成分表示を見る

1本190ml当たり
熱量 66.5kcal

炭水化物 12.9ｇ
スティックシュガー５ｇだと

出典：https://products.suntory.co.jp/softdrink/
ingredient.html

２.６本



99

栄養教育用媒体：ポスター（当センター実習生作成）

１日にとっていい量の

です

令和６年度 関東学院大学実習生作成

定
食
の
良
い
と
こ
ろ

三
箇
条

其
ノ
壱

主
食
・主
菜
・副
菜
が

そ
ろ
って
い
る

其
ノ
弐

野
菜
が
と
れ
る

其
ノ
参

品
数
が
多
い

令
和
六
年
度

関
東
学
院
大
学
実
習
生
作
成
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栄養教育用媒体：献立表に表示するマーク



ツール・栄養教育媒体は
秦野センターウェブサイトに掲載しています
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https://www.pref.kanagawa.jp/docs/mx4/eiyou2025.html

秦野センターウェブページ
URL：

従業員が健康になる



令和６年度神奈川県平塚保健福祉事務所秦野センター
保健福祉サービス連携調整会議

地域食生活対策推進協議会・部会 委員
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（敬称略）

所属等 名前

一般社団法人秦野伊勢原医師会 理事
（医療法人社団興志 渋沢内科クリニック院長）

玉置 正勝

神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部栄養学科 講師 樋口 良子

株式会社NITTAN 総務部 秘書・庶務グループ グループリーダー 若生 潤一

冨士電線株式会社 総務人事部付 小澤 郁夫

公益社団法人神奈川労務安全衛生協会 平塚支部 事務局長 深堀 順二

秦野市役所 こども健康部 健康づくり課 参事兼課長
栄養士（管理栄養士）

渋谷 ちづる
山崎 千聖

伊勢原市役所 保健福祉部 健康づくり課 課長
副主幹（管理栄養士）

鈴木 めぐみ
市川 祐子

神奈川県平塚保健福祉事務所秦野センター所長（保健師） 富岡 順子

事務局 神奈川県平塚保健福祉事務所秦野センター
保健福祉課 課長（管理栄養士）

主査（管理栄養士）
管理企画課 副技幹（保健師）

古川 弘子
中塚 さおり
森岡 美香



産学官で連携した食環境整備
モデル事業 報告書

令和７年３月
神奈川県平塚保健福祉事務所秦野センター
保健福祉サービス連携調整会議
地域食生活対策推進協議会 作成

（事務局）
神奈川県平塚保健福祉事務所秦野センター

保健福祉課 管理栄養士
電話 ０４６３－８２－１４２８


